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研究課題名「法医解剖例における SARS-Cov2感染症の死後診断に関する研
究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
  

本研究の対象となるは、2015年4月1日から2025年3月31日までに名古屋大学

医学部法医・生命倫理学教室で法医解剖が行われたご遺体（承諾解剖は除く）につい

て、肺や心臓の病気、例えば、肺炎、血栓症、心筋炎が認められた方、及びPCR検査

が行われて新型コロナウィルスが陽性であった方です。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 

 
新型コロナウィルス感染症では、PCR検査が確定診断に必須とされています。しか

し、発生の初期の段階や、色々な事情でPCR検査を受診しないで死亡した方もおられ

ます。今回、私たちは、法医解剖が行われたものの、PCR検査が行われていない、な

いし行うことができなかったご遺体について、ウィルスタンパクを検出することで、

新型コロナウィルス感染症を証明する診断法の開発を試みています。法医解剖の目的

の一つとして、死因究明があります。つまり、解剖医は、法医解剖を行うことによ

り、ご遺族やひいては社会に、ご遺体の正確な死因をお伝えすることが要求されま

す。この診断法が確立すれば、原因が明らかでなかったご遺体の死因を正確に確定

し、ご遺族にお伝えすることができます。また、原因が明らかでない心臓や肺の疾

患、例えば肺炎、血栓症、心筋炎の原因を確定することによって、今後、コロナ感染

症の合併症の治療や対策に役立てることもできると考えています。 

 
研究方法： 
 
 2015年4月1日から2025年3月31日までに名古屋大学医学部法医・生命倫理学教

室で法医解剖が行われたご遺体（承諾解剖は除く）で、肺や心臓の病気、例えば、肺

炎、血栓・塞栓症、心筋炎が認められた方について、臓器（肺や心臓など）や、心嚢

液、眼房水などの体液から、ウィルスに含まれるタンパクを検出します。最終的に

は、ウィルスを作るタンパクの一部のアミノ酸配列を決定し、確かに臓器にウィルス



 

 

 

が存在したことを証明します。この方法が有効であることを示すため、PCR検査で新

型コロナウィルスが陽性であったご遺体についても調べます。なお、決定するアミノ

酸配列は全てウィルス由来のものであるため、ご遺体の遺伝情報を調べることはあり

ません。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2027年 ３月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
 

 情報：既往歴、受診記録、解剖されるに至ったいきさつなどの情報（個人が特定できる

ような情報は可能な限り除去します） 
 
 試料：臓器（肺、心臓、脾臓など）、心嚢液、眼房水 
 
 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについてご遺族にご了承いただけない場合

には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも特に不利益

が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
   
  名古屋大学大学院医学系研究科 法医・生命倫理学 
  吉本 高士 
名古屋市昭和区鶴舞町 65 
電話番号 052-744-2117 
FAX番号 052-744-2121 

 
研究責任者： 

 

  名古屋大学大学院医学系研究科法医・生命倫理学 石井 晃 
    
 


